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楽しく学
び　つながり　活かす　生涯学習

　郷土博物館では、毎年「七夕かざり」を展示しています。今年も6月28日㈯から7月6日
㈰まで展示します。自由に折り紙や短冊を飾り付けすることができますので、願い事を書き
に郷土博物館にお越しください。

七夕かざり七夕かざり
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図 書 館 か ら図 書 館 か ら の お 知 ら せの お 知 ら せ

・雨や飲み物で資料がぬれ、使えなくなってしまうこと
があります。一度ぬれてしまった紙は、元には戻せ
ません。カビが発生することもあります。

　雨の日は、ビニール袋に入れてからかばんに入れるな
どして、ぬれないようにご注意ください。

　また、かばんの中でも、水筒やペットボトル飲料の水もれやボトルについた水滴など
により、本・雑誌がぬれてしまうことがあります。ご注意ください。

　浴室等、湿気の多い場所への持ち込みはしないでください。直接ぬらさなくても紙が
ふやけて変形やカビの原因になります。

・誤ってぬらしてしまったり、ぬれていることに気づいたときも、程度と状態によって
は、ぬれたことが分からない程度に修復できる場合があります。乾いた布や紙等で包
んでなるべく早く図書館までお持ちください。

本は水分が苦手です

☆可能な限り図書館で修復しますが、程度によって他の方の利用に差しさわりがある場
合は、現品または現金で弁償していただくことになります。

本をいじめないで

・最近、医療機関の領収書や保険証書、クレジットカードの明細書など、個人情報が記
載されたものが本のページの間から出てくることが頻繁にあります。悪用の危険性も
あることから、貸出時、返却時に一冊ずつ確認させていただいています。貸出時には
修理が必要な資料であるかどうかの確認もしています。少々お時間をいただきますが、
ご協力ください。

貸出時、返却時に本の中の忘れ物等を確認させていただいています。

問合せ　図書館

・書き込み、切り取り、ページ折は絶対にしないでください。
もし、利用している本や雑誌に切り取りや書き込みを見つけ
た場合は、ご返却時に図書館にお伝えいただけると幸いです。
（ブックポストに返却されるときはメモを付けてくださ
い。）

・誤って汚したり、破損してしまったときやページが取れた資
料を見つけたときは、何もせずそのままの状態で、なるべく
早く図書館までお持ちください。

・本の一部がやぶれて（とれて）しまった場合は図書館で図書修理専用ののりやテープ
を使って補修をしますので、ご家庭ののりやセロテープ等で応急処置をせず、やぶれ
た（とれた）部分と一緒に図書館までお持ちください。

図書館夏の予定
◇ハーブ観賞会　7月5日㈯　午前10時～午後２時（直接会場へ）
◇赤ちゃんおはなし会　7月16日㈬　 午前11時～（直接会場へ）
◇図書館協議会　7月23日㈬　午後２時～4時 　（傍聴定員5名、先着順）
◇一日司書体験　7月30日㈬　小学４年生～６年生対象
　　※申込み制です。詳しくは「広報はむら7月1日号」をご覧ください。
◇夏期早朝開館　8月1日㈮～31日㈰　
　　　　　　　　図書館本館　午前9時30分～午後8時
　　　　　　　　小作台図書室　午前10時～午後5時
◇YA（ヤングアダルト）ボランティア体験　8月14日㈭・15日㈮　
　　※申込み制です。詳しくは「広報はむら7月15日号」をご覧ください。
◇夜のおはなし会　8月22日㈮　
　　※申込み制です。詳しくは「広報はむら8月1日号」をご覧ください。
◇おはなし会　本館・分室にて行います。広報はむら、図書館ウェブサイト等でご確認
ください。

本は貴重な財産です
　６月16日から26日までの蔵書点検にご理解、ご協
力をいただきありがとうございました。おかげさま
で無事に終了することができました。
　蔵書点検では、羽村市図書館に所蔵している資料
を確認し、所在不明や場所違いの資料、修理が必要
な資料などを見つけることができました。
　中にはページが切り取られているものやボールペ
ンやマーカー類での書き込み、水にぬらしてしまっ
た本など、残念ながら廃棄（除籍）しなければなら
ない程ひどい状態の資料もありました。
　図書館の資料は市民のみなさんの貴重な財産です。
大切に扱ってください。
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・紛失してしまった場合は、現品または現金で弁償に
なります。図書館へお申し出ください。

シ
ミ
、
ペ
ー
ジ
折

◀

▲書き込み（線引き）
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少
年
期

つなごう∞育てよう∞いっしょにつなごう∞育てよう∞いっしょに

紹介します！ 小中一貫教育の取組み紹介します！ 小中一貫教育の取組み
中学生の救急救命講習会、
職場体験学習の様子をご紹介します。
中学生の救急救命講習会、
職場体験学習の様子をご紹介します。

職場体験学習【人間学（キャリア教育）】
後期「社会へ向かって」

　職場体験学習は人間学（キャリア教育）の一環で、働くことの意義、働くことの楽し
さや大変さなどを、プレゼンテーションや事前体験を通して学び、その後、実際に5日間
職場で働くことで、積み上げてきた学びを実感し、現在や将来の生き方について考える
ことを目的として実施しています。
　5月19日から5月23日まで、羽村第二中学校2年生全員が、市内の82カ所の事業所に分
かれて職場体験学習を行いました。10月には羽村第一中学校、11月には羽村第三中学校
の生徒がさまざまな職場で体験学習を行います。
　また、職場体験で学んだことを小学校６年生や事業所の方に発表を行っています。小
学生に「働くことの意味」や「大変さ」、「喜び」等について考えてもらうとともに、
中学生自身が自らの職場体験での学びを振り返る機会を持たせること、また、プレゼン
テーション能力を身に付けさせることを目的としています。
　職場体験学習をもとに、働くことの意義や大切さ、責任について真剣に考えさせ、こ
の体験により、将来の自分の職業について考える機会をもたせたいと思います。

救急救命講習【羽村学（郷土学習）】
後期「羽村の明日をつくる」

　6月に市内全中学校の２年生は、杏林大学生からBLS（一次救命処置）のひとつとして
CRP（心肺蘇生法）とAED（自動体外式除細動器）の操作法を学びました。非常災害時
に地域の傷病者救助等の手助けができる技能を習得することを目標にしています。
　今年度は技能講習のほか、杏林大学教授による事前学習が行われ、救急救命の必要
性、「いのち」に対する予備知識を学びました。
　技能講習では心臓の位置、肋骨圧迫の位置や圧迫の強さと速さなど、人形を使って具
体的に体験し、けが人や急病人が発生した場合、その場に居合わせた人による応急手当
が必要だということを学びました。119番通報から救急車が到着するまでの間、かけがえ
のない命を救うために全員が真剣に取り組んでいました。
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●市には、高等学校等への入学資金の融資をあっせんする制度があります

各種奨学金制度のご案内
高等学校や大学等の入学金や授業料などに係る各種奨学金制度をご利用ください。

制　　　度
対　　象
大 専 高

申込期間 問　合　先貸付（助成）
金額

東京都育英資金 18,000円～
（貸付月額）

高等学校等就学支援金 118,800円～
（年額支給）

私立高等学校等授業料軽減
助成金

88,000円～
（年額助成）

私立高等学校等入学支度金
貸付制度

200,000円～
（入学時貸付）

東京都母子(女性)福祉資金
（修学資金）

18,000円～
（貸付月額）

東京都 受験生チャレンジ支援
貸付事業

200,000円～
（貸付限度額）

生活福祉資金教育支援資金
教育支援費（授業料等）

～65,000円
（貸付月額）

生活福祉資金教育支援資金
就学支度費（入学金）

500,000円
（貸付限度額）

日本学生支援機構奨学金
（旧日本育英会）

30,000円～
（貸付月額）

国の教育ローン 3,000,000円
（貸付限度額）

交通遺児育英会奨学金 20,000円～
（貸付月額）

あしなが奨学金 25,000円～
（貸付月額）

交通遺児助成金 60,000円
（年額助成）

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

随 時

㈶東京都私学財団
03-5206-7929（直通）

㈶東京都私学財団
03-5206-7925（直通）

(社)羽村市社会福祉協議会
042-554-0304

(社)羽村市社会福祉協議会
042-554-0304

(社)羽村市社会福祉協議会
042-554-0304

㈶交通遺児育英会
03-3556-0773

㈶出光文化福祉財団
03-5428-6203

あしなが育英会
0120-778-565

日本学生支援機構（奨学事業部）
0570-03-7240

㈶東京都私学財団
03-5206-7926（直通）

文部科学省初等中等教育局
高校就学支援ホットライン
03-6734-3176（直通）

羽村市子ども家庭部
子育て支援課
042-555-1111 内線239

日本政策金融公庫
（教育ローンコールセンター）
0570-00-8656

入学先の学
校が指定する
日までに学校
を通じて申し
込んでくださ
い。

直接問い合わ
せてください。

　平成27年度に高等学校等に入学する児童等の保護者が入学の際に要する資金の調達が
困難な場合、入学資金等の融資を市内の金融機関にあっせんし、その融資に対する利息等を
全額補助する制度です。詳しくは「はむらの教育」９月１日号でお知らせします。

※対象や手続きなど詳しくは、問合先にご相談ください。

問合せ　生涯学習総務課総務係　内線３５２
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自
他
共
に
認
め
る
運
動
オ
ン
チ
で
、

小
学
校
の
体
育
の
時
間
、
授
業
参
観
し

に
来
た
母
に
「
も
う
、
ア
ン
タ
の
体
育

の
参
観
に
は
行
か
な
い
！
」
と
言
わ
し

め
た
ほ
ど
の
運
動
神
経
の
な
さ
。
こ
れ

は
絶
対
に
親
譲
り
だ
と
自
分
を
納
得
さ

せ
て
い
た
の
で
す
が
、
同
じ
親
の
せ
い

で
も
、
ど
う
も
こ
れ
は
「
親
の
一
声
と

環
境
」
に
あ
っ
た
よ
う
な
の
で
す
。

　

先
日
、
仕
事
の
関
係
で
文
科
省
の
出

し
た
「
幼
児
期
運
動
指
針
」
の
研
修
会

に
参
加
し
、
積
年
の
劣
等
感
の
理
由
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
三
歳
か
ら
の
幼

児
が
ど
れ
く
ら
い
体
を
動
か
し
た
か
に

よ
っ
て
、
そ
の
後
の
人
生
の
運
動
習
慣

が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
こ
と
。
子
ど

も
は
毎
日
合
計
六
十
分
以
上
楽
し
く
体

を
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
。

「
楽
し
く
」
と
い
う
の
が
大
切
で
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
で
は
な
く
幼
児
が
自
発
的

に
活
動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
日

本
の
女
子
の
運
動
離
れ
は
深
刻
で
、
そ

の
対
応
が
急
務
で
あ
る
こ
と
。
そ
の
陰

に
は
母
親
の
運
動
嫌
い
（
離
れ
）
が
大

い
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
等
々
。
聞
い

て
み
れ
ば
思
い
当
た
る
こ
と
ば
か
り
で

す
。
子
ど
も
の
頃
商
店
街
の
真
ん
中
で

生
ま
れ
育
ち
、
外
で
遊
ぶ
よ
り
家
の
中

で
人
形
の
着
せ
替
え
ご
っ
こ
を
し
て
い

た
幼
児
期
。
運
動
の
場
面
で
笑
わ
れ
る

こ
と
は
あ
っ
て
も
褒
め
ら
れ
た
こ
と
の

な
か
っ
た
学
童
期
。
そ
う
か
、
私
が
運

動
の
楽
し
さ
を
自
覚
で
き
な
か
っ
た
の

は
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
は
な
く
こ
の
せ
い
だ
っ
た

の
か…

。

　

大
人
の
一
声
と
環
境
で
「
そ
の
後
の

○
○
」
が
変
わ
る
の
は
「
運
動
」
だ
け

に
あ
て
は
ま
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
の
個
性
を
伸
ば
す
た
め
に
必
要

な
も
の
は
何
か
、
答
え
を
見
つ
け
た
気

が
し
ま
す
。

教
育
委
員
会
委
員
長
職
務
代
理
者　

　

江
本　

裕
子

教
育
随
想

教
育
随
想

教
育
随
想

　

多
摩
地
域
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
現
代
ア
ー
ト
（
立

体
・
平
面
作
品
）
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
作
品
展
示
の
他
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
・
作
家
と
の
交
流
会
を
実
施

し
ま
す
。

期
間　

平
成
26
年
7
月
2
日
㈬
〜

　
　

7
月
20
日
㈰
（
月
曜
日
休
館
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
（
最
終
日
は
4
時

ま
で
）

会
場　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
展
示
室
・

創
作
室
１
ほ
か

入
場
料　

無
料

※

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
7
月
12
日
㈯

　

午
後
1
時
〜
先
着
20
名

※

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
7
月
13
日
㈰

　

午
後
2
時
〜
午
後
4
時

※

作
家
と
の
交
流
会
7
月
13
日
㈰　

　

午
後
4
時
30
分
〜

問
合
せ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

「
楽
し
く
」
が
大
切

14   

ア
ー
ト
in
は
む
ら
展

th

　

ゆ
と
ろ
ぎ
で
は
、夏
休
み
期
間
に
青
少
年
の
学
習

の
場
所
と
し
て
創
作
室
を
開
放
し
ま
す
。

期
間　

7
月
22
日
㈫
〜
8
月
24
日
㈰

時
間　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時（
正
午
〜
午
後
1
時

は
閉
室
し
ま
す
）

　
一
般
利
用
に
よ
り
開
放
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。

　

当
日
の
状
況
は
、ゆ
と
ろ
ぎ
ま
で
問
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ

ゆ
と
ろ
ぎ
創
作
室
無
料
開
放

I N FORMAT ION
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　特定非営利活動法人羽村市体育協会および羽村市文化協会は、市や教育委員会と協働して、
市のスポーツや文化を推進していくための団体です。

羽村市体育協会

　

５
月
24
日
㈯
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ゆ
と
ろ
ぎ
小
ホ
ー
ル
に
お

い
て
羽
村
市
文
化
協
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
の
事
業
報
告
、
会
計
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、

平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
、
会
計
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
協
会
は
来
年
10
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
基
盤
を
固

め
、
更
に
循
環
型
生
涯
学
習
の
推
進
普
及
に
努
め
、
羽
村
市
の

芸
術
文
化
の
発
展
と
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　5月17日㈯生涯学習センターゆとろぎで、平成26年度通常総会を開催しま
した。
　平成25年度事業報告、決算報告、平成26年度事業計画、予算が承認され
ました。

ＴＥＬ ５５５-１６９８

羽
村
市
文
化
協
会ＴＥ

Ｌ　

０
８
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特定非営利活動法人

平成 26年度通常総会を開催しました

役員
会　長　　田村　義明
副会長　　本田　文栄　　天野　春夫
　専  務  理  事　岸浪　一正
　常  務  理  事　宮林　眞人
　総  務  部  長　宮下ミネ子
　事  業  部  長　中根　　透
　指導広報部長　中溝　正治

事業推進目標
１　加盟団体の組織の育成･強化
２　未組織スポーツ団体の育成
３　市民皆スポーツの推進
４　スポーツによる青少年健全育成
５　スポーツ指導員体制の充実
６　賛助会員の充実と財源の確保
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